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ゲシタル ト概念により知覚と運動とを 「一元化」 しようとしたこと、ならびにピァジェ・
















































































児や大学生の もつような認知図式とは異なっているため生 じたものとの解釈を している。
なお、著者は、このあとに小孔の直後を拡大 した(視野をひろげ、周辺視を可能に し
た)条 件による実験、およびより単純な図形を刺激とした実験を連続的に行ない、いず





































































































面で、いかなるかかわり合いを もつのかについては考察が不足 している。今後に、総 じて
発達と教育の心理学に対する本論文の意義を考えることも要せ られるであろう。
しか し、先に述べたごとく、本研究がまとまった研究の少ない研究領域に対して独創的
な知見を投 じ、一元化の理論を中心として刷新な問題提起を展開し{発達について もかな
り基礎的な資料を提供 していることは確かである。
よって教育学博士の学位を授与するに適当していると認める。
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